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３辺が整数比の直角三角形・５ 

 

 下の図の長方形ＡＢＣＤは，辺ＡＢの長さが２㎝，辺ＢＣの長さが７㎝です。対角線ＡＣを折り目として

頂点Ｂを折り返すと，頂点Ｂは点Ｅの位置にきます。辺ＡＤとＥＣの交わる点をＦとするとき，ＤＦおよび

ＣＦの長さを求めなさい。 
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３辺が整数比の直角三角形・５ ＤＦ…
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 図①のかげをつけた三角形ＡＥＦとＣＤＦは合同なので，ＤＦ＝ＥＦ，ＣＦ＝ＡＦです。図②のように辺

ＡＤとＢＥの交わる点をＧ，対角線ＡＣとＢＥの交わる点をＨとすると，●印をつけた角の大きさは等しい

ので，直角三角形の相似により，ＧＨ：ＨＡ＝２：７，ＨＡ：ＨＢ＝２：７となって， 

ＧＨ：ＨＡ：ＨＢ＝（２×２）：（２×７）：（７×７）＝４：１４：４９です。よって， 

ＧＡ＝７×
４

４９
＝

４

７
（㎝）です。 

 

   図①                    図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図③の△印をつけた角は，折り返しおよび平行線の同位角の関係によって等しいので，三角形ＦＥＧは 

ＦＥ＝ＦＧの二等辺三角形です。よって，図③の▲の辺の長

さはすべ等しいことがわかり， 

ＤＦ＝（７－
４

７
）÷２＝

４５

１４
（㎝）です。また，ＥＣの長さ

は７㎝で，ＥＦの長さが
４５

１４
㎝であることから， 

ＣＦ＝７－
４５

１４
＝

５３

１４
（㎝）です。 
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  解説は以上ですが，この問題では，長方形の２辺の長さを与えるだけで，直角三角形ＣＤＦの３辺の長

さをすべて求めることができました。つまり，２つの整数をきめれば，そこから直角三角形の３辺の長さの

整数比を求めることができるということです。ＡＢの長さをａ，ＢＣの長さをｂとして式で表すと，図④の

ようになります。３辺の長さの比は，次のようになります。 

ａ：
ｂ×ｂ−ａ×ａ

２×ｂ
：

ｂ×ｂ＋ａ×ａ

２×ｂ
＝（２×ａ×ｂ）：（ｂ×ｂ－ａ×ａ）：（ｂ×ｂ＋ａ×ａ） 

 

   図④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この式にしたがって整数比を計算すると，以下のようになります。 

 

ａ ｂ ２×ａ×ｂ ｂ×ｂ－ａ×ａ ｂ×ｂ＋ａ×ａ 

１ ２ ４ ３ ５ 

１ ３ ６ ８ １０ 

１ ４ ８ １５ １７ 

２ ３ １２ ５ １３ 

２ ５ ２０ ２１ ２９ 

２ ７ ２８ ４５ ５３ 

３ ４ ２４ ７ ２５ 

 

なお，サイトにアップしてあるエクセルシートの「ピタゴラス数」は，この方法で整数比を計算できるよ

うになっています。 
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